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研究成果の概要（和文）：「東アジア共同体」という議論は“Asia is one”「興亜」「大亜細亜主義」「東亜協同体
」「大東亜共栄圏」とさまざまな表現で登場した。日本がそれを持ち出す場合、中国との緊張関係ないしはアメリカへ
の対応という歴史的要件をもっている。「東アジア」は地域的概念というよりも政治的・経済的概念であり、さらにそ
こには思想的・文化的葛藤がが伏在している。「東アジア共同体」の歴史的な成立要件を探り、そこでの思想的葛藤を
東アジア間（中国・韓国・台湾）との対話によって明らかにした。
　

研究成果の概要（英文）：Discussion of "East Asian Community" has appeared in a variety of expression "Asia
 is one" "Koa", "large Asian principle" "Toa cooperative" and "Greater East Asia Co-Prosperity Sphere". If
 Japan bring it, I have a historical requirement of dealing with the United States or to strained relation
s with China. It is a political and economic concept rather than a regional concept "East Asia", is ideolo
gical and cultural conflict is concealed is there further. Explore the establishment requirements historic
 "East Asian Community", was revealed by interaction with (China, Korea, Taiwan) East Asia between the ide
ological conflict there.
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１．研究開始当初の背景 
「東アジア共同体」という言葉が盛んに喧

伝される。アメリカの主導するグローバル化

に対抗して、ＥＵ圏が自らを圏域として展開

していこうとする。それに対して「東アジア」

を自立的経済圏としてどのように描いてい

こうとするか、という韓国・日本の政治的・

経済的動きなのである。これは日本がアジア

世界の中で主体的にどういう役割を担うか

という問いのように見えて、ここには歴史的

に繰り返される日本と中国との間の葛藤現

象とさらに大国と強国の狭間にキャスティ

ング・ボートを握ろうとする韓国の思惑があ

る。 

本研究は日本の「東アジア」概念の歴史的背

景を浮き彫りにするとともに、それぞれの思想

的葛藤を明らかにし、政治的・経済的問題のみ

ならず思想的・文化的問題として考察を行う。

しかも重要な点は中国・韓国（朝鮮）・台湾の

研究協力者とともに、対話的に議論を進めてゆ

くことである。 
 
２．研究の目的 
「東アジア共同体」の歴史的な成立要件を探

り、そこでの思想的葛藤を東アジア間の対話

によって明らかにする。とくに問題点を浮き

彫りにするために日本・中国・韓国・台湾の

研究者との対話的議論をはかることである。

そして東アジアの相互の理解による平和と

安定に寄与したい。 

 

３．研究の方法 

視点の異なる議論を多元的に展開する。し

たがって、日本国内での研究活動の実施とと

もに、「東アジア」という問題を、中国の観

点、韓国の視点、台湾の立場で議論する。個

別的テーマとしては「近代」「儒教」「哲学」

「帝国主義」といったテーマを議論の俎上に

おく。その際、研究の主体の軸足をそれぞれ

に動かせてゆくことが肝要である。そのため

各年度にそれぞれの国でシンポジウムを行

う。 
 
４．研究成果 

「東アジア研究会」を実施した。研究課題

「「東アジア共同体」という概念の歴史的変

遷と思想的葛藤」の研究実現のために平成 23

年度は「東アジア研究会」を６回行った。第

１回４月 25 日高坂史朗「東アジアと西洋思

想」（大阪市大）第２回 7月 2日柳生真「19

世紀朝鮮の実学者崔漢綺の気学的人間観と

世界観」および読書会李光来著「韓国の西洋

思想受容史」御茶の水書房（大阪市大・文化

交流センター）第３回 9 月 30 日李暁東「近

代中国の立憲政治観の性格」読書会譚嗣同の

「仁と学」他（市大・文交センター）第４回

11 月５日西周シンポジウム「西周という

“宝”」（津和野町・森鷗外記念館）第５回

12 月 14 日講演会「東北アジアの歴史地図か

ら見る」講師：金裕哲・延世大学校教授（大

阪市立大学アジア都市文化学）第６回２月 10

日呉光輝「中国の知識人の東アジアという概

念」（市大・文交センター）。また「東アジ

ア」に関する調査研究のために高坂史朗は韓

国、中国・北京、台湾、オーストリア・ルー

マニアに、野崎充彦は中国・北京、韓国に李

暁東は中国・北京に海外出張を行い当地の研

究者と研究交流を行った。 

平成 24 年度は「東アジア研究会」を５回

実施した。第１回平成 24 年 7月 13 日高坂史

朗「東アジアの文化の相互作用」および上海

シンポジウムの準備会、第２回平成 25 年３

月３日李暁東「転形期における中国と日本」、

第３回平成 25 年 3月 14 日シュテファン・マ

テューシェック教授（イエナ大学）「東アジ

アと啓蒙主義」および平成 25 年度の秋のシ

ンポジウムの準備会・討議第４回平成 25 年 3

月 15 日カースティン・ケンクリーズ教授（イ

エナ大学）「近代化によって失われたもの」

およびシンポジウムに関する討議、第５回平

成 25 年 3月 16 日今西謙治（イエナ大学）「ヘ

ルダーと和辻哲郎」その他に高坂史朗は中国、



ドイツに講演・調査研究、野崎充彦は韓国、

台湾に調査研究・講演、李暁東は中国に講

演・調査研究､鈴木伸太郎はドイツに調査研

究に赴いている。なお、平成 24 年 11 月に予

定していた上海外国語大学との共催行事「東

アジアの文化の相互作用」国際シンポジウム

は日中間の急激な政治情勢の緊迫化で延期

せざるを得ず、それに関連した諸研究活動

（常州外大・厦門大学）も同年度は実施でき

なかった。 

平成 25年度の活動は 8月 28日東アジア研究

会(東京)とドイツ・イエナ大学啓蒙主義研究

所との共催で「ヨーロッパと東アジアにおけ

る近代化の概念の再考」シンポジウム Eine 

Neudefinition des Begriffs „

Modernisierung“ in Europa und Ostasien

（ドイツ・イエナ大学 10 月 29 日）に集約さ

れる。日本での研究会では高坂史朗「東アジ

アと啓蒙主義―その理性主義の光と影」、李

暁東「近代中国の『自由主義』」、川島一穂

「天心岡倉覚三の西洋像」、野崎允彦「朝鮮

壇君神話について」、鈴木伸太郎「コミュニ

ケーション理論の再検討」が研究報告を行い、

さらに高坂純子「日本文学における啓蒙主義

とロマン主義の受容」、今西謙治「和辻哲郎

とヘルダー」が招待研究として加わった。ド

イツでのシンポジウムでは上記メンバーが

ドイツ語あるいは英語で研究報告を行い、ド

イツ側から．カースティン・ケンクリーズ教

授（イエナ大学）、ヴォルフガング・ザイフ

ェルト教授(ハイデルベルク大学)の発表に

加えシュテファン・マテューシェック教授

（イエナ大学）が加わった。その他に高坂史

朗は中国、ドイツに講演・調査研究、野崎充

彦は韓国、台湾に調査研究・講演、李暁東は

中国に講演・調査研究､鈴木伸太郎はドイツ

に調査研究を行った。 
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